
Ｄ
Ｏ
Ｌ
お
よ
び
Ｄ
Ｐ
Ｗ
（
一
部
職
場
）

の
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
へ
の
統
合
お
よ
び
職
位
見
直

し
へ
の
統
合
お
よ
び
職
位
見
直
し
に
つ
い

て
三
つ
に
分
け
て
申
し
上
げ
る
。
初
め
に

Ｄ
Ｏ
Ｌ
の
Ａ
Ｍ
Ｃ
へ
の
統
合
、
次
に
Ｄ
Ｐ

Ｗ
の
Ａ
Ｍ
Ｃ
へ
の
統
合
、
最
後
に
Ｄ
Ｏ
Ｌ

職
位
見
直
し
に
つ
い
て
つ
に
分
け
て
ご
説

明
し
た
い
。

一
．
Ｄ
Ｏ
Ｌ
の
Ａ
Ｍ
Ｃ
へ
の
統
合

初
め
に
Ｄ
Ｏ
Ｌ
の
Ａ
Ｍ
Ｃ
へ
の
統
合
で

あ
る
が
、
昨
年
十
一
月
十
七
日
に
米
側
か

ら
統
合
計
画
の
概
要
の
説
明
が
あ
り
、
こ

の
計
画
は
、
在
日
米
陸
軍
だ
け
が
行
う
計

画
で
な
く
陸
軍
全
体
と
し
て
全
世
界
規
模

で
行
う
計
画
で
あ
る
。

計
画
は
二
段
階
に
分
け
て
行
い
、
第
一

段
階
と
し
て
本
年
１
月
か
ら
指
揮
命
令
系

統
が
Ａ
Ｍ
Ｃ
に
変
わ
り
、
第
二
段
階
と
し

て
本
年
十
月
に
Ｄ
Ｏ
Ｌ
の
人
員
を
Ａ
Ｍ
Ｃ

に
移
す
計
画
で
あ
る
。

人
員
の
編
入
に
よ
っ
て
、
従
業
員
た
ち

は
勤
務
場
所
を
異
動
さ
せ
ら
れ
た
り
、
等

級
が
変
更
さ
れ
た
り
、
業
務
内
容
が
変
更

さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
今
と
変
わ

ら
な
い
状
態
で
Ａ
Ｍ
Ｃ
で
働
い
て
も
ら
う
。

影
響
を
受
け
る
従
業
員
で
あ
る
が
大
ま

か
で
日
本
で
六
百
名
弱
。
本
州
で
は
四
百

六
十
名
。
米
側
の
対
応
で
あ
る
が
、
基
地

管
理
本
部
は
概
要
を
説
明
す
る
た
め
の
タ

ウ
ン
ホ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
一
月
十
九

日
相
模
お
よ
び
座
間
で
行
い
、
基
地
管
理

本
部
の
司
令
官
ヘ
ル
ト
ン
大
佐
か
ら
計
画

実
施
の
背
景
人
員
、
指
揮
統
制
関
係
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

説
明
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
が
、
ま
ず
背

景
は
二
〇
〇
九
年
米
国
会
計
年
度
に
陸
軍

参
謀
総
長
に
、
陸
軍
は
機
能
統
合
し
効
率

化
を
は
か
る
た
め
に
人
員
・
即
応
性
・
資

材
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
・
サ
ー
ビ

ス
の
四
つ
に
改
編
を
決
定
し
、
そ
の
結
果
、

Ｄ
Ｏ
Ｌ
が
Ａ
Ｍ
Ｃ
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

人
員
に
つ
い
て
は
職
を
失
う
こ
と
や
職

場
を
移
る
心
配
は
な
く
、
業
務
内
容
に
変

更
は
無
い
。
指
揮
統
制
関
係
は
一
月
一
日

Ａ
Ｍ
Ｃ
は
Ｄ
Ｏ
Ｌ
の
運
用
統
制
を
引
き
継

ぎ
十
月
一
日
ま
で
に
は
従
業
員
の
人
事
を

Ａ
Ｍ
Ｃ
に
移
し
て
い
く
と
い
う
説
明
で
あ
っ

た
。な

お
、
従
業
員
の
人
事
に
つ
い
て
当
事

務
所
は
二
月
十
日
に
陸
軍
Ｃ
Ｏ
Ｒ
と
会
議

を
持
ち
米
側
か
ら
勤
務
場
所
も
等
級
も
変

わ
ら
な
い
と
説
明
が
あ
り
、
心
配
す
る
こ

と
は
無
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
十
二

月
の
団
体
交
渉
で
は
Ｄ
Ｏ
Ｌ
の
一
部
が
Ａ

Ｍ
Ｃ
に
移
行
す
る
と
説
明
さ
れ
た
が
、
再

度
米
側
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
現
時
点
の
判

断
で
は
Ｄ
Ｏ
Ｌ
の
全
員
が
移
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
の
で
ご
報
告
す
る
。

二
．
Ｄ
Ｐ
Ｗ
の
Ａ
Ｍ
Ｃ
へ
の
統
合

次
に
、
Ｄ
Ｐ
Ｗ
の
Ａ
Ｍ
Ｃ
へ
の
統
合
で

あ
る
が
、
二
月
十
日
に
行
わ
れ
た
当
事
務

所
と
陸
軍
Ｃ
Ｏ
Ｒ
と
の
会
議
で
米
側
か
ら
、

計
画
は
無
く
重
車
両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
部
門

は
Ｄ
Ｐ
Ｗ
に
残
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

三
．
Ｄ
Ｏ
Ｌ
の
職
位
見
直
し

最
後
に
、
Ｄ
Ｏ
Ｌ
の
職
位
見
直
し
で
あ

る
が
、
現
在
対
象
者
は
三
十
四
名
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
の
状
況
で
あ
る
が
三
十
四

名
中
、
三
十
一
名
の
従
業
員
が
人
事
措
置

が
完
了
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
二
名
は
本

年
六
月
の
高
齢
従
業
員
の
任
期
満
了
に
伴

う
後
任
に
配
置
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
、
本
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
は
七

月
か
ら
の
配
置
に
備
え
て
高
齢
従
業
員
か

ら
業
務
引
き
継
ぎ
を
受
け
て
い
る
状
況
。

残
り
三
名
の
従
業
員
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

配
置
先
が
決
ま
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
残
り
三
名
の
従

業
員
の
配
置
先
に
係
る
米
側
の
支
援
に
関

す
る
考
え
方
に
つ
い
て
、
昨
年
十
二
月
十

一
日
に
行
わ
れ
た
南
関
東
防
衛
局
団
交
に

お
い
て
組
合
か
ら
の
要
望
の
あ
っ
た
点
を

含
め
、
二
月
十
日
に
行
わ
れ
た
当
事
務
所

と
陸
軍
Ｃ
Ｏ
Ｒ
と
の
会
議
で
確
認
し
た
の

で
こ
こ
で
報
告
し
た
い
。

Ｄ
Ｏ
Ｌ
職
位
見
直
し
に
つ
い
て

Ｃ
Ｏ
Ｒ
の
考
え

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
の
支
援
期
間
を
三
年
に
す
る

と
い
う
件
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｒ

は
三
年
間
の
支
援
期
間
を
設
け
る
と
い
う

こ
と
は
、
年
平
均
で
週
四
十
時
間
仕
事
が

無
い
職
位
に
従
業
員
を
そ
の
ま
ま
残
す
こ

と
に
な
り
好
ま
し
い
状
態
と
は
言
え
な
い
、

一
年
の
支
援
期
間
を
経
過
し
た
ら
支
援
を

止
め
る
の
で
は
な
く
て
、
支
援
は
継
続
し

な
か
な
か
配
置
先
が
決
ま
ら
な
い
場
合
は
、

他
の
繁
忙
職
場
に
一
時
的
に
手
伝
い
の
た

め
派
遣
措
置
に
よ
り
行
っ
て
も
ら
う
こ
と

も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、
き
ち
ん
と
週
四

十
時
間
の
仕
事
が
あ
る
安
定
し
た
職
位
に

早
急
に
就
け
る
こ
と
を
最
優
先
的
に
や
っ

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

Ｄ
Ｏ
Ｌ
内
の
空
席
を
紹
介
す
る
だ
け
で

な
く
、
Ａ
Ｍ
Ｃ
の
空
席
も
優
先
的
に
紹
介

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
Ｄ
Ｏ
Ｌ
は

い
ま
だ
基
地
管
理
本
部
の
組
織
で
あ
り
、

基
地
管
理
本
部
の
中
の
職
位
に
就
か
せ
る

こ
と
が
第
一
義
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
Ｃ
Ｏ
Ｒ
と
し
て
の
責
任
で
あ
り
、
ま

た
そ
の
部
隊
で
で
た
余
剰
人
員
は
部
隊
の

中
で
再
配
置
す
る
の
が
原
則
で
あ
り
、
長

期
的
に
考
え
て
ど
こ
に
も
決
ま
ら
な
い
と

き
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｒ
と
し
て
も
他
の
部
隊
に
問

い
合
わ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
と
、

そ
の
前
に
仕
事
が
十
分
に
あ
り
安
定
し
た

職
位
へ
配
置
さ
せ
る
こ
と
が
自
分
の
責
務

だ
と
の
こ
と
だ
。

Ｃ
Ｏ
Ｒ
は
、
今
後
再
配
置
先
探
し
に
つ

い
て
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
、
場
合

に
よ
っ
て
は
軍
都
合
に
よ
る
異
動
も
考
え

て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
な
る
べ
く

早
期
に
安
定
し
た
職
位
に
移
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
軍
都
合
に
よ
る
異
動
を

考
え
て
い
る
と
、
も
ち
ろ
ん
従
業
員
の
資

格
要
件
に
合
っ
た
職
位
の
異
動
で
従
業
員
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座
間
防
衛
事
務
所
と
団
体
交
渉
を
実
施

さ
が
み
野
支
部
で
は
、
二
月
二
十
四
日
、
座
間
防
衛
事
務
所
と
団
体
交
渉
を

実
施
し
ま
し
た
。
座
間
防
衛
事
務
所
か
ら
は
、
今
野
所
長
（
役
職
は
当
時
。
今

野
所
長
は
四
月
よ
り
富
士
防
衛
事
務
所
へ
異
動
さ
れ
ま
し
た
。
）
、
河
合
主
席

労
務
対
策
官
ほ
か
労
務
ス
タ
ッ
フ
が
出
席
。
な
お
、
労
管
座
間
支
部
が
オ
ブ
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
か
ら
は
団
体
交
渉
委
員
十
一
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
団

体
交
渉
時
に
お
け
る
座
間
防
衛
事
務
所
の
回
答
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
（
文
責
は

組
合
）
。
な
お
、
他
に
も
議
題
が
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
の
関
係
で
全
部
は
掲
載

し
て
い
ま
せ
ん
。
議
事
録
は
支
部
事
務
所
で
閲
覧
が
可
能
で
す
。

Ｄ
Ｏ
Ｌ
お
よ
び
Ｄ
Ｐ
Ｗ
（
一
部
職
場
）
の
、

Ａ
Ｍ
Ｃ
へ
の
統
合
お
よ
び
職
位
見
直
し
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に
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う

に
心
掛
け
る
と
、
し
か
し
な

が
ら
現
在
特
殊
な
職
位
に
就

い
て
い
る
二
‐
八
等
級
の
従

業
員
の
場
合
は
同
等
級
の
職

位
が
保
持
で
き
な
い
と
い
う

場
合
も
あ
る
と
思
う
と
の
こ

と
だ
。
以
上
で
あ
る
が
、
職

位
見
直
し
の
情
報
が
有
る
の

で
一
点
紹
介
す
る
。

四
．
Ｄ
Ｐ
Ｗ
の
職
位
見
直

し
計
画

Ｄ
Ｐ
Ｗ
の
職
位
見
直
し
計

画
の
実
施
に
つ
い
て
、
二
月

十
七
日
に
陸
軍
人
事
部
か
ら

南
局
の
労
務
管
理
官
室
に
連

絡
が
あ
り
、
当
事
務
所
は
二

月
二
十
二
日
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
に
そ

の
点
に
つ
い
て
確
認
し
、
現

在
の
状
況
を
報
告
す
る
。
Ｄ

Ｐ
Ｗ
の
職
位
見
直
し
計
画
に

つ
い
て
は
Ｄ
Ｐ
Ｗ
と
現
在
協

議
中
で
あ
る
と
、
結
果
が
三

月
中
旬
ご
ろ
に
出
る
見
込
み

で
あ
る
と
の
内
容
だ
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
十
二
月
期
の

定
年
退
職
者
数
は
陸
軍
十
二

名
で
組
合
員
が
八
名
、
海
軍

十
一
名
で
組
合
員
が
十
一
名
、

空
軍
一
名
組
合
員
が
０
名
、

計
二
十
四
名
中
組
合
員
が
十

九
名
。
こ
の
う
ち
再
雇
用
希

望
者
は
陸
軍
九
名
で
組
合
員

が
七
名
、
海
軍
が
十
名
で
組

合
員
が
十
名
、
空
軍
が
一
名

組
合
員
０
名
、
合
計
二
十
名

中
組
合
員
が
十
七
名
で
あ
っ

た
。再

雇
用
者
は
、
陸
軍
八
名

で
組
合
員
が
六
名
、
海
軍
十

名
で
組
合
員
が
十
名

空
軍

一
名
で
組
合
員
が
０
名
、
計

十
九
名
の
内
組
合
員
が
十
六

名
で
あ
っ
た
。
不
採
用
者
は

陸
軍
一
名
で
組
合
員
だ
。

繰
り
越
し
に
関
し
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
従
業
員
か
ら
苦

情
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
年
次
休
暇
の
繰
り

越
し
に
関
し
て
は
平
成
二
十

年
三
月
に
制
度
改
正
が
行
わ

れ
、
昨
年
さ
が
み
野
支
部
の

協
力
を
得
て
情
報
提
供
い
た

だ
い
た
二
つ
の
問
題
事
例
の

よ
う
に
、
制
度
の
運
用
面
で

問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は

重
々
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
二
つ
の
問
題
に
つ

い
て
は
米
側
に
対
し
問
題
解

決
を
申
し
入
れ
て
時
間
を

要
し
た
が
、
一
つ
は
現
地
段

階
で
も
う
一
つ
は
本
省
段
階

で
権
利
回
復
さ
れ
た
と
こ
ろ

だ
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

昨
年
十
二
月
十
九
日
に
行
わ

れ
た
南
関
東
防
衛
局
と
全
駐

労
神
奈
川
地
区
本
部
と
の
団

体
交
渉
に
お
い
て
、
南
関
東

局
か
ら
現
地
で
不
適
正
な
措

置
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
適

切
に
現
地
米
軍
に
申
し
入
れ

て
い
く
と
い
う
方
針
を
説
明

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
然
に
当
事
務
所
に
お
い

て
も
、
こ
の
方
針
に
従
い
問

題
事
例
を
把
握
し
た
都
度
米

側
に
問
題
解
決
を
申
し
入
れ

て
い
る
。
組
合
に
お
い
て
も

問
題
と
な
る
事
例
を
入
手
し

た
場
合
は
情
報
提
供
を
お
願

い
し
た
い
。

従
業
員
の
皆
様
に
は
、
問

題
解
決
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
、
苦
情
申
立
手
続
、

内
部
告
発
に
関
す
る
方
針
、

そ
の
他
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
あ
る
の

で
最
大
限
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
れ
で
も
問
題
が

解
決
さ
れ
な
い
場
合
は
、
当

事
務
所
の
ほ
う
に
情
報
提
供

い
た
だ
き
、
米
側
と
解
決
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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駐健保では皆さんの健康づくり体力づくりを

目的として毎月ウォーキング・ハイキングを実

施しています。集合場所へ時間に来て頂ければ、

随時参加出来ますので（家族の方もＯＫです）

楽しい～時を過ごしましょう。

昼食、飲み物等は各自ご持参下さい。

※雨天時確認ダイヤル090－4622－0451

実施日 ：5月14日（土）

ツアー名：町田リス園・薬師寺公園
ウォーキング

集合場所：小田急線鶴川駅 改札

出発時間：9：30

実施日 ：6月11日（土）

ツアー名：アジサイとビール工場

ウォーキング

集合場所：小田急線新松田駅 北口改札

出発時間：9：30

駐健保

ウォーキング＆ハイキングのお知らせ

去る３月４日に毎年恒例のもくせ

い園ボランティアに行ってまいり

ました。 私たち青年女性部員も

園生も楽器を持って皆で大変盛り

上がり大成功に終わることが出来

ました。最後にもくせい園の生徒

さんから手作りの葉書とストラッ

プを参加者全員に頂ました。

今後とも宜しくお願いしたいと

の言葉も頂き、短い時間でしたが

お互いに楽しいひと時を過ごす事が出来たことをうれしく思いま

す。

青年・女性部

二
〇
一
〇
年
度
十
二
月
期
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再
雇
用
状
況
に
つ
い
て

二
〇
一
〇
年
の

年
休
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り
越
し
状
況
に
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い
て

防衛省に被災地で業務にあたる従

業員の安全確保を徹底するよう求

める（3月30日）

３月30日組合は「日本人従業員の安全

確保について」北澤防衛大臣宛文書を

防衛省に提出した。

文書の要旨は…

１．従業員を被災地へ派遣する際には、

滞在先や被災地における業務内容など

必要な情報を明示するとともに当該従

業員の同意を得ること

２．雇用主の責任において、派遣され

る従業員の所在および安否情報の把握

に努めると共に、緊急時の連絡体制を

確立すること

３．災害支援のため派遣された従業員

が死亡もしくは障害の残る怪我等を負っ

た場合は、国家公務員に支給される

「賞じゅつ金」等の制度を準用すると

ともに補償制度を早期に新設すること

新特別協定、国会承認(3月31日)

在日米軍駐留経費負担（思いやり予

算）に関する新たな特別協定は30日の

衆議院外務委員会で採択・承認され、

31日の衆議院本会議を通過後、同日に

参議院外交防衛委員会と本会議で採択・

承認された。

懸案であった特別協定も、この間の

組合の粘り強い取り組みによって５年

間継続されることになった。

組合の取り組み
全駐労情報

（本部発行）

より

本年より組合員皆様からのご要望であっ

た「軍休日」における組合事務所の業務を

行っています。

労金・全労済等の事務手続き

が軍休の時間を利用して行えま
す。皆様のご利用をお待ちして

います。


